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「
發
地
家
正
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

川
越
○
五

發
正
院
荘
學
長
嚴
居
士

田
中
三
興

戸
井
田
廣

田
中
三
興

師
達
院
貞
顔
妙
操
大
姉

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
六
四
・
元
治
元

笠
幡

延
命
寺

一
．
は
じ
め
に

本
墓
碑
は
、
笠
幡
の
名
家
発
智
家
第
二
十
四
代
当
主
家
正
が
、
そ
の
生
前
に
自
ら
と
妻
の
も
の
と
し
て

建
て
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１

墓
碑
正
面

○
写
真
２

題
額

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額

（
正
面
）

蹐
正
院
荘
學
長
嚴
居
士

師
達
院
貞
顔
妙
操
大
姉

◎
碑
記

（
右
側
面
）

記
發
智
家
正
墓
碑
後

川
越
戸
井
田
廣
撰

發
智
氏
者
其
先
為
蹐
智
光
規
為
武
州
笠
幡
村
草
創
而

累
代
世
為
里
生
其
間
出
支
族
者
五
分
田
及
十
五
町
其

膽
族
而
且
富
可
知
也
嘉
永
七
年
家
正
承
家
□
此
年
為

用
達
尋
為
町
年
寄
格
被
許
苗
字
帶
刀
賜
俸
九
口
及
桐

章
之
服
巴
章
之
上
下
安
政
二
年
被
許
永
苗
字
賜
桐
巴

章
之
盃
以
其
服
勤
也
文
久
元
年
々
歉
散
粟
以
賑
窮
民

三
年
□
公
有
上
□
洛
之
事
獻
金
若
干
此
年
為
祖
父
規

（
背
面
）

正
米
字
賀
獻
壽
餅
與
五
明
皆
有
特
賞
人
以
榮
焉
元
治

元
年
家
正
年
四
十
豫
擇
己
及
妻
諡
翁
建
墓
碑
於
先
塋

中
其
意
以
為
貧
者
常
多
富
者
常
少
一
朝
砥
富
而
子
孫

或
不
継
噫
吾
何
幸
家
有
餘
財
而
宗
族
蕃
庶
女
既
嫁
虻

約
婚
□
因
祖
宗
積
徳
之
報
亦
吾
好
施
敬
神
佛
之
㓛
不

可
謂
無
也
諺
云
人
生
五
十
吾
餘
年
幾
何
乎
生
浴
鴻
恩

死
朽
是
碑
下
志
願
既
媼
又
何
求
焉
於
是
囑
廣
紀
其
事

廣
曰
家
正
其
何
如
人
断
其
所
餘
續
人
不
足
栄
其
榮
憶

（
左
側
面
）

其
終
與
彼
富
而
増
吝
驕
而
不
知
歸
者
不
可
同
年
而
語

也
老
子
云
知
足
不
辱
家
正
其
庶
哉

河
嶋
田
中
三
興
書

孝
子
發
地
嘉
藤
治
光
慶

＊
異
体
字
等
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○
蹐

發
。

○
膽

舊
。

○
□

督
。

○
翁

號
。

○
砥

致
。

○
虻

男
。

○
□

雖
。

○
㓛

功
。

○
媼

足
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

發
正
院
荘
學
長
嚴
居
士

師
達
院
貞
顔
妙
操
大
姉

◎
碑
記

記
發
智
家
正
墓
碑
後

川
越
戸
井
田
廣
撰

發
智
氏
者
、
其
先
爲
發
智
光
規
。

爲
武
州
笠
幡
村
草
創
而
累
代
世
爲
里
生
、
其
間
出
支
族
者
五
、
分
田
及
十
五
町
。

其
舊
族
而
且
富
可
知
也
。

嘉
永
七
年
、
家
正
承
家
督
。

此
年
爲
用
達
、
尋
爲
町
年
寄
格
、
被
許
苗
字
帶
刀
、
賜
俸
九
口
及
桐
章
之
服
巴
章
之
上
下
。

安
政
二
年
、
被
許
永
苗
字
賜
桐
巴
章
之
盃
。

以
其
服
勤
也
。

文
久
元
年
、
年
歉
散
粟
以
賑
窮
民
。

三
年
、
公
有
上
洛
之
事
、
獻
金
若
干
。

此
年
爲
祖
父
規
正
米
字
賀
獻
壽
餅
與
五
明
皆
有
特
賞
人
以
榮
焉
。

元
治
元
年
、
家
正
年
四
十
、
豫
擇
己
及
妻
諡
號
、
建
墓
碑
於
先
塋
中
、

其
意
以
爲
、

貧
者
常
多
、
富
者
常
少
。

一
朝
致
富
而
子
孫
或
不
繼
。

噫
、
吾
何
幸
、
家
有
餘
財
而
宗
族
蕃
庶
、
女
既
嫁
男
約
婚
。

雖
因
祖
宗
積
徳
之
報
、
亦
吾
好
施
敬
神
佛
之
功
、
不
可
謂
無
也
。

諺
云
、
人
生
五
十
。
吾
餘
年
幾
何
乎
。
生
浴
鴻
恩
、
死
朽
是
碑
下
。
志
願
既
足
。
又
何
求
焉
。

於
是
囑
廣
紀
其
事
。

廣
曰
、
家
正
其
何
如
人
。

斷
其
所
餘
、
續
人
不
足
榮
其
榮
。

憶
、
其
終
與
彼
富
而
増
吝
驕
、
而
不
知
歸
者
、
不
可
同
年
而
語
也
。

老
子
云
、
知
足
不
辱
。

家
正
、
其
庶
哉
。

河
嶋
田
中
三
興
書
。

孝
子
發
地
嘉
藤
治
光
慶
。

●
訓
訳

◎
碑
記

發
智
家
正
の
墓
碑
の
後
に
記
す
。
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川
越
の
戸
井
田
廣
撰
す
。

發
智
氏
は
、
其
の
先
は
發
智
光
規
た
り
。

武
州
笠
幡
村
の
草
創
を
な
し
て
、
累
代
世
々
里
生
た
り
。

其
の
間
支
族
を
出
だ
す
こ
と
五
、
田
を
分
か
つ
こ
と
十
五
町
に
及
ぶ
。

其
の
舊
族
に
し
て
且
つ
富
め
る
こ
と
知
る
べ
し
。

嘉
永
七
年
、
家
正
家
督
を
承
く
。

此
の
年
用
達
と
な
り
、
尋
い
で
町
年
寄
格
と
な
り
、
苗
字
帶
刀
を
許
さ
れ
、
俸
九
口
及
び
桐
章
の
服
巴
章

の
上
下
を
賜
る
。

安
政
二
年
、
永
の
苗
字
を
許
さ
れ
、
桐
巴
章
の
盃
を
賜
る
。

な
が

其
の
服
勤
を
以
て
な
り
。

文
久
元
年
、
年
り
歉
に
し
て
、
粟
を
散
じ
て
以
て
窮
民
を
賑
ふ
。

み
の

す
く

三
年
、
公
に
上
洛
の
事
あ
り
、
金
若
干
を
獻
ず
。

此
の
年
、
祖
父
規
正
米
字
の
賀
た
り
て
、
壽
餅
と
五
明
と
を
獻
ず
。

皆
な
人
を
特
賞
す
る
に
榮
を
以
て
す
る
有
る
な
り
。

元
治
元
年
、
家
正
年
四
十
、

豫

め
己
及
び
妻
の
諡
號
を
擇
び
、
墓
碑
を
先
塋
の
中
に
建
つ
。

あ
ら
か
じ

其
の
意
は
、
以
爲
ら
く
、

貧
し
き
者
は
常
に
多
く
、
富
め
る
者
は
常
に
少
し
。

一
朝
富
を
致
し
て
子
孫
或
ひ
は
繼
が
ず
。

噫
、
吾
れ
何
の
幸
あ
り
て
、
家
に
餘
財
有
り
て
宗
族
蕃
庶
し
、
女
既
に
嫁
し
、
男
は
婚
を
約
す
か
。

あ
あ祖

宗
積
徳
の
報
に
因
る
と
雖
も
、
亦
た
吾
れ
の
施
し
を
好
み
、
神
佛
を
敬
ふ
の
功
、
無
し
と
謂
ふ
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。

諺
に
云
ふ
、「
人
生
五
十
」
と
。

吾
が
餘
年
幾
何
ぞ
。
生
き
て
は
鴻
恩
を
浴
し
、
死
し
て
は
是
の
碑
の
下
に
朽
つ
る
の
み
。

い
く
ば
く

志
願
は
既
に
足
れ
り
。
又
た
何
を
か
求
め
ん
や
、
と
。

是
に
お
い
て
廣
に
囑
し
て
其
の
事
を
紀
せ
し
む
。

廣
曰
く
、
家
正
は
其
れ
何
如
な
る
人
ぞ
。
其
の
餘
る
所
を
斷
ち
て
、
人
の
足
ら
ざ
る
を
續
ぎ
、
其
の
榮
を

榮
と
す
。

憶
ふ
に
、
其
れ
終
に
彼
の
富
み
て
吝
驕
を
増
し
て
歸
す
る
を
知
ら
ざ
る
者
と
は
、
年
を
同
じ
く
し
て
語
る

お
も

か

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

老
子
云
ふ
、「
足
る
を
知
れ
ば
辱
し
め
ら
れ
ず
」
と
。

家
正
、
其
れ
庶
き
か
。

ち
か

河
嶋
田
中
三
興
書
す
。

孝
子
發
地
嘉
藤
治
光
慶

●
人
物

○
戸
井
田
廣

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
か
ら
明
治
二
十
五
（
一
八
八
八
）
年
。
諱
は
広
業
だ
が
、
こ
こ

で
は
中
国
風
に
、
漢
字
一
文
字
の
廣
と
書
し
て
い
る
。
通
称
は
真
太
郎
、
号
の
戸
井
田
研
斎
で
知
ら
れ
る
。

越
後
高
田
藩
士
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
学
問
を
志
し
て
江
戸
へ
出
て
井
部
香
山
に
師
事
。
学
成
っ

た
の
ち
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
に
川
越
藩
大
和
松
平
家
に
儒
官
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
藩
校
に

出
校
す
る
か
た
わ
ら
藩
主
や
そ
の
子
弟
の
教
授
に
も
あ
た
っ
た
。
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
松
平
氏
が

前
橋
に
移
封
に
な
る
と
、
武
州
松
山
陣
屋
の
教
官
と
な
り
、
武
蔵
に
留
ま
る
。
明
治
二
年
に
前
橋
に
移
り
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住
み
、
い
っ
た
ん
東
京
へ
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
晩
年
は
前
橋
で
閑
居
し
た
。

○
田
中
三
興

文
政
三
（
一
八
二
○
）
年
か
ら
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
。
比
企
郡
三
保
ヶ
谷
宿
（
現

川
島
町
中
央
部
）
の
人
。
山
左
衛
門
と
称
し
、
の
ち
次
平
と
改
め
た
。
号
は
質
庵
で
、
三
興
は
字
。
家
は

代
々
名
主
を
つ
と
め
、
祖
父
次
郎
右
衛
門
は
治
水
に
功
績
が
あ
っ
た
。
三
興
は
若
く
し
て
江
戸
へ
出
て
市

川
米
庵
の
塾
生
を
三
年
間
つ
と
め
、
家
に
帰
っ
て
私
塾
を
開
い
た
。
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
は
、
中

山
村
（
現
川
島
町
）
が
大
洪
水
に
襲
わ
れ
た
の
を
受
け
て
、
郡
奉
行
安
井
政
章
に
よ
る
川
島
大
囲
堤
築
堤

事
業
が
挙
行
さ
れ
る
が
、
田
中
は
こ
れ
に
力
が
あ
り
、
賞
さ
れ
た
。
明
治
維
新
後
は
教
育
の
重
要
性
を
説

き
、
明
治
三
年
に
は
河
島
書
堂
を
開
設
し
て
子
弟
の
教
育
に
あ
た
る
。
同
十
二
年
の
埼
玉
県
議
会
開
設
に

あ
た
っ
て
は
県
会
議
員
と
な
っ
た
（
十
三
年
ま
で
）
。

●
注

○
草
創

草
分
け
。
は
じ
め
て
開
墾
す
る
こ
と
。

○
町

面
積
の
単
位
。
約
一
㌶
。

○
舊
族

昔
か
ら
の
古
い
家
筋
。

○
嘉
永
七
年

西
暦
一
八
五
四
年
。

○
用
達

大
名
家
な
ど
に
出
入
り
し
て
も
の
を
納
め
る
商
人
。
こ
こ
は
実
際
に
物
品
を
納
入
す
る
商
人
で

は
な
く
、
殿
様
の
御
殿
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
出
入

り
す
る
訳
で
は
な
く
、
そ
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
っ
た
。

○
町
年
寄
格

町
年
寄
は
、
江
戸
や
大
坂
の
町
役
人
で
、
名
主
を
統
括
し
た
。
こ
こ
で
は
川
越
藩
に
お
い

て
庄
官
達
を
統
括
す
る
役
職
だ
ろ
う
が
、
「
格
」
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
な
ら
ぶ
名
誉
職
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。

○
俸
九
口

俸
は
扶
持
米
。
お
上
か
ら
臣
下
に
下
さ
れ
る
俸
禄
、
給
与
。
九
人
を
養
え
る
扶
持
米
。

○
桐

川
越
藩
主
松
平
大
和
守
家
の
定
紋
は
、「
中
陰
五
三
桐
」
。

○
章

標
識
。
こ
こ
で
は
紋
所
だ
ろ
う
。

○
巴

松
平
大
和
守
家
の
副
紋
は
、「
三
つ
巴
」。

○
上
下

裃
、
か
み
し
も
。
肩
衣
と
袴
の
組
み
合
わ
せ
で
、
武
士
の
礼
服
。
こ
こ
で
は
藩
主
の
紋
所
を
あ

し
ら
っ
た
武
士
の
礼
服
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
と
て
も
名
誉
な
こ
と
だ
っ
た
。

○
安
政
二
年

西
暦
一
八
五
五
年
。

○
服
勤

服
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
勤
労
で
あ
る
。
「
礼
記
」
壇
弓
上
に
「
事
親
、
…
…
服
勤
致
死
（
親

に
仕
え
る
に
は
、
…
…
親
の
死
に
到
る
ま
で
お
仕
え
す
る
こ
と
に
勤
労
で
あ
り
続
け
る
）」
と
あ
る
。

○
文
久
元
年

西
暦
一
八
六
一
年
。

○
年

み
の
り
。

○
歉

不
作
。
歉
歳
で
、
不
作
の
年
、
凶
年
。

○
三
年

文
久
三
年
、
西
暦
一
八
六
三
年
。

○
公

お
か
み
、
殿
様
。
川
越
侯
で
、
当
時
は
松
平
直
克
。

○
上
洛

京
都
に
登
る
こ
と
。
こ
の
年
の
十
月
、
松
平
直
克
は
、
政
事
総
裁
職
に
就
任
し
て
い
る
。
政
総

裁
職
は
、
幕
末
に
新
設
さ
れ
た
要
職
で
、
将
軍
後
見
職
・
守
護
職
と
な
ら
び
、
親
藩
大
名
の
政
治
参
加
の

機
会
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
実
際
に
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
七
月
に
福
井
藩
主
松
平
慶
永
が
初
代
に

就
任
。
翌
三
年
三
月
罷
免
さ
れ
る
と
、
十
月
に
直
克
が
二
代
目
と
し
て
就
任
。
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年

六
月
に
直
克
が
辞
職
す
る
と
、
そ
の
後
こ
の
職
に
就
い
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
上
洛
は
、

こ
の
政
事
総
裁
職
就
任
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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○
壽
餅

熟
語
は
な
い
が
、
お
祝
い
の
餅
だ
ろ
う
。

○
五
明

扇
の
異
称
。

○
皆

と
も
に
。「
餅
と
扇
子
」
と
解
し
た
。

○
賞

多
く
は
恩
賞
の
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
褒
め
称
え
る
の
意
味
と
取
っ
た
。

○
諡
號

お
く
り
な
。
日
本
風
仏
教
風
に
言
え
ば
戒
名
。

○
一
朝

一
旦
、
わ
ず
か
の
間
に
。
「
荘
子
」
逍
遙
遊
篇
に
「
我
世
世
以
桂
世
絖
、
不
過
數
金
。
今
一
朝

而
鬻
技
百
金
（
我
が
家
は
、
代
々
、

絖

を
桂
世
す
こ
と
を
生
業
と
し
て
き
た
が
、
も
う
け
は
わ
ず
か
数

き
ぬ
わ
た

さ

ら

金
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
た
っ
た
一
回
（
あ
か
ぎ
れ
対
策
の
膏
薬
を
作
る
）
技
法
を
売
っ
た
だ
け
で
百
金
が

手
に
入
る
の
だ
）」
と
あ
る
。

○
蕃
庶

多
い
、
お
び
た
だ
し
い
。
繁
殖
す
る
。
「
周
易
」
晋
卦
に
「
康
侯
用
錫
馬
、
蕃
庶
、
昼
日
三
接

（
康
侯
は
王
か
ら
馬
を
賜
り
、
そ
れ
を
繁
殖
さ
せ
よ
う
と
し
て
一
日
に
三
度
も
交
尾
さ
せ
た
）
」
と
あ
る
。

○
諺
云
、
人
生
五
十

こ
こ
で
は
引
用
元
を
「
諺
」
と
し
て
お
り
、
漢
籍
等
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
卑

俗
な
和
文
を
踏
ま
え
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
る
。
「
信
長
公
記
」
に
、
桶
狭
間
の
戦
い
前
夜
、
信
長
が
幸

若
舞
の
「
敦
盛
」
を
舞
っ
た
と
い
い
、
熊
谷
直
実
が
世
を
は
か
な
ん
で
述
べ
た
と
い
う
「
人
間
五
十
年
、

下
天
の
う
ち
を
比
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
」
の
一
節
を
唱
え
た
と
い
う
の
が
有
名
。

○
餘
年

余
命
、
残
っ
て
い
る
寿
命
。

○
鴻
恩

大
き
な
恵
み
。
具
体
的
に
は
神
々
か
ら
の
恩
恵
か
。

○
志
願

こ
こ
ろ
ざ
し
願
う
と
こ
ろ
。

○
榮
其
榮

動
詞
の
栄
を
盛
ん
に
す
る
と
解
し
、「
其
栄
」
を
家
正
の
栄
誉
と
解
し
た
。

○
吝
驕

「
論
語
」
泰
伯
篇
に
「
如
有
周
公
之
才
之
美
、
使
驕
且
吝
、
其
餘
不
足
觀
也
矣
（
た
と
え
周
公

［
周
武
王
の
弟
で
、
周
王
朝
の
実
質
的
な
建
国
者
。
孔
子
が
理
想
と
し
た
］
ほ
ど
の
立
派
な
才
能
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
傲
慢
で
物
惜
し
み
す
る
よ
う
な
ら
ば
、
そ
の
他
ど
ん
な
に
優
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
目

を
留
め
る
値
打
ち
も
な
い
）」
と
あ
る
。

○
歸

帰
着
す
る
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
落
ち
着
く
と
こ
ろ
。

○
同
年

同
じ
と
き
に
、
一
緒
に
、
と
も
に
。
「
史
記
」
秦
始
皇
本
紀
「
太
史
公
曰
」
に
引
く
「
賈
生
言

（
賈
誼
「
過
秦
論
」
）
に
「
試
使
山
東
之
國
與
陳
渉
、
度
長
絜
大
、
比
權
量
力
、
則
不
可
同
年
而
語
矣
（
試

み
に
、
戦
国
諸
侯
と
陳
渉
ら
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
大
を
は
か
り
権
勢
を
比
べ
て
み
れ
ば
、
一
緒
に
し
て

語
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
る
）」
と
あ
る
。

○
老
子

「
老
子
」
第
四
十
四
章
に
「
知
足
不
辱
（
満
足
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
辱
め
を
受
け

る
こ
と
は
な
い
）」
と
あ
る
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
記
事
一
】

発
智
家
正
の
墓
碑
の
後
に
記
す
。

川
越
の
戸
井
田
廣
が
撰
述
し
た
。

【
発
智
氏
の
家
系
】

発
智
氏
の
開
祖
は
発
智
光
規
で
あ
る
。

武
州
笠
幡
村
の
草
分
け
で
、
そ
の
後
、
代
を
重
ね
て
世
々
村
長
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
分
家
が
五
家
で
、
田
畑
を
分
与
す
る
こ
と
十
五
町
に
及
ん
だ
。

こ
れ
ら
か
ら
、
発
智
家
が
昔
か
ら
の
古
い
家
筋
で
あ
り
、
か
つ
富
裕
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

【
家
正
の
勤
労
ぶ
り
と
川
越
藩
か
ら
の
恩
賞
】



- 7 -

嘉
永
七
年
、
家
正
は
家
督
を
継
い
だ
。

こ
の
年
用
達
と
な
る
。
さ
ら
に
ま
も
な
く
町
年
寄
格
と
な
り
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
俸
九
口
と
、
松

平
家
の
定
紋
で
あ
る
桐
の
紋
が
入
っ
た
裃
と
、
副
紋
で
あ
る
巴
の
紋
が
入
っ
た
上
下
を
賜
っ
た
。

安
政
二
年
、
永
の
苗
字
を
許
さ
れ
、
松
平
家
の
家
紋
で
あ
る
桐
と
巴
の
紋
入
り
の
盃
を
賜
っ
た
。

そ
れ
ら
の
恩
賞
は
、
彼
の
服
務
へ
の
は
た
ら
き
が
勤
労
だ
っ
た
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

【
賑
窮
策
】

文
久
元
年
、
実
り
が
悪
く
不
作
だ
っ
た
の
で
、
私
財
の
穀
物
を
放
出
し
て
窮
民
に
経
済
的
支
援
を
し
た
。

【
川
越
藩
へ
の
資
金
援
助
】

文
久
三
年
、
川
越
侯
が
上
洛
す
る
事
情
が
あ
っ
た
。

家
正
は
、
金
若
干
を
献
上
し
た
。

【
祖
父
規
正
の
顕
彰
】

こ
の
年
文
久
三
年
は
、
祖
父
規
正
の
米
寿
に
あ
た
り
、
そ
の
祝
賀
の
式
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
は
お
祝
い
の
餅
と
扇
子
を
献
上
し
た
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
栄
誉
に
よ
っ
て
人
を
特
別
に
褒
め

称
え
る
と
い
う
は
た
ら
き
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

【
あ
ら
か
じ
め
墓
碑
を
建
て
る
企
て
】

元
治
元
年
、
家
正
年
四
十
の
と
き
、
生
前
に
己
と
妻
の
戒
名
を
つ
け
、
自
分
た
ち
の
墓
碑
を
先
祖
達
の

墓
域
の
中
に
建
て
た
。

そ
の
意
図
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
貧
窮
の
者
が
多
く
、
富
裕
な
者
が
少
な
い
の
は
世
の
常
で
あ
る
。

一
時
富
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
子
孫
が
そ
れ
を
継
続
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

あ
あ
、
わ
た
し
は
ど
ん
な
幸
福
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
家
に
は
財
産
の
余
裕
が
あ
り
、
一
族
は
増
え
て
繁
栄

し
、
娘
は
み
な
嫁
に
や
る
こ
と
が
で
き
、
次
男
以
下
の
息
子
も
す
べ
て
入
り
婿
の
約
束
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
幸
せ
は
、
ご
先
祖
方
が
善
行
を
重
ね
徳
を
積
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
お
か
げ
で
あ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
わ
た
し
が
貧
窮
者
へ
の
施
し
を
よ
く
行
い
、
神
仏
を
敬
っ
て
き
た
こ
と
の
功
績
も
無
い
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

言
い
伝
え
に
も
「
人
の
一
生
は
五
十
年
」
と
言
う
。

私
の
余
命
は
ど
れ
ほ
ど
だ
ろ
う
か
。
生
き
て
き
た
間
は
大
い
な
る
恩
寵
に
浴
し
て
幸
せ
な
生
を
送
っ
た

の
で
、
死
ん
だ
後
は
こ
の
墓
碑
の
下
で
朽
ち
果
て
る
の
み
だ
。

わ
た
し
の
願
う
こ
と
は
す
べ
て
実
現
し
満
足
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
何
を
求
め
よ
う
と
い
う
の
か
、
い
や

何
も
求
め
る
も
の
は
な
い
」。
と

か
く
し
て
、
わ
た
く
し
戸
井
田
廣
に
文
章
に
書
い
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
録
す
る
こ
と
を
委
嘱
し
て
き

た
の
だ
っ
た
。

【
戸
井
田
の
評
価
】

わ
た
く
し
廣
が
考
え
る
に
、

家
正
君
は
ど
う
い
う
人
か
。
自
分
の
余
裕
の
あ
る
こ
と
を
拠
出
し
て
、
他
の
人
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

補
う
。
そ
う
し
て
そ
の
栄
誉
を
盛
ん
に
し
て
い
る
。

思
う
に
、
あ
の
富
裕
で
あ
り
な
が
ら
、
物
惜
し
み
や
驕
慢
さ
を
増
長
さ
せ
て
、
帰
着
す
べ
き
正
し
い
と

こ
ろ
が
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
な
輩
と
は
、
と
も
に
語
り
論
じ
合
う
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
の
だ
。

老
子
も
言
っ
て
い
る
「
満
足
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
辱
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
。
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家
正
君
こ
そ
、
こ
の
境
地
に
近
い
も
の
だ
ろ
う
。

【
記
事
二
】

河
嶋
の
田
中
三
興
が
書
し
た
。

孝
子
の
発
地
嘉
藤
治
光
慶
が
建
て
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
一
八
二

高
麗
郡
之
七

◎
笠
幡
村
：
寺
院

○
延
命
寺

「
幡
靈
山
法
護
院
と
號
す
、
天
台
宗
、
川
越
中
院
の
末
な
り
、
本
尊
地
藏
を
安
ず
、
開
山
元
二
貞
治
五
年

九
月
寂
す
、
中
興
開
山
は
南
光
坊
大
海
僧
正
に
て
、
そ
の
後
法
孫
豪
海
を
し
て
住
持
せ
し
む
。
天
和
三
年

三
月
十
三
日
化
す
、
こ
の
寺
往
古
禪
宗
な
り
し
が
、
慈
眼
天
海
と
宗
論
の
こ
と
あ
り
て
、
改
宗
せ
し
と
い

ひ
傳
ふ
、
寺
中
に
觀
應
應
永
の
古
碑
存
せ
り
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）

◎
笠
幡
村
：
仏
寺

○
延
命
寺

「
東
西
四
十
間
南
北
三
十
五
間
面
積
千
六
百
四
十
二
坪
村
の
中
央
に
あ
り
天
台
宗
入
間
郡
小
仙
波
村
中
院

の
末
派
な
り
元
徳
中
僧
元
仁
開
基
創
建
す
当
時
禪
宗
に
て
興
學
寺
と
稱
せ
し
が
寛
永
中
改
宗
し
て
延
命
寺

と
改
む
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
な
し

②
論
文
な
ど

・
渡
邉
刀
水
「
戸
井
田
研
斎
」
『
埼
玉
史
談
』
（
二
ノ
四
、
一
九
三
一
）
、
『
渡
辺
刀
水
集
』
四
（
青
裳
堂

書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
。

・
鈴
木
誠
一
『
川
島
郷
土
史
』（
川
島
村
郷
土
研
究
会
、
一
九
五
六
）。

・
重
田
正
夫
『
川
越
藩

シ
リ
ー
ズ
藩
物
語
』（
現
代
書
館
、
二
○
一
五
）

③
関
連
碑
文

・
「
五
福
具
備
記
」
の
碑
（
「
川
越
○
一
」）

・
「
発
智
孝
正
の
墓
碑
」（
「
川
越
○
二
」）

・
「
発
智
長
義
の
墓
碑
」（
「
川
越
○
三
」）

・
「
賑
民
圃
記
の
碑
」（
「
川
越
○
四
」）

・
入
間
高
倉
寺
「
永
代
常
夜
灯
」
（
「
入
間
○
一
」）

＊
本
稿
作
成
に
あ
た
り
発
智
金
一
郎
氏
よ
り
、
資
料
と
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
と
し
た
い
。

以
上

二
○
二
四
年
六
月

薄
井
俊
二
訳
す


